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此

の

記

は

小

原

桃

洞

熊

野

記

で

、

田

辺

田

屋

謙

吉

氏

の

藏

本

。

、
「

」

。

昭

和

五

年

十

月

よ

り

三

回

に

渡

っ

て

紀

伊

央

談

誌

上

に

連

載

せ

る

も

の

よ

り

寫

す

勿

論

之

に

つ

い

て

同

記

文

と

田

屋

謙

吉

と

あ

る

の

み

に

て

、

一

向

不

明

な

る

も

兎

に

角

熊

野

路

行

脚

の

記

で

あ

る

が

、

完

本

で

は

な

い

ら

し

い

が

筆

写

し

た

。

小

原

桃

洞

名

は

良

直

・

通

称

八

三

郎

、

桃

洞

は

其

の

号

。

小

官

以

て

世

々

本

藩

に

仕

ふ

。

幼

に

し

て

本

草

の

学

に

志

し

小

野

蘭

山

の

門

に

学

び

、

曾

て

師

に

附

属

し

て

熊

野

・

日

光

等

の

山

岳

を

踏

渉

し

、

草

木

・

花

卉

・

禽

獣

・

虫

介

を

観

察

、

其

の

薀

奧

を

極

め

、

藩

の

草

局

を

開

設

せ

ら

る

ヽ

や

其

の

局

に

あ

た

る

。

以

っ

て

盛

名

を

赱

す

。

畔

田

翠

山

・

山

中

信

吉

・

上

辻

但

萸

等

其

の

門

に

学

ふ

。

天

保

四

年

そ

の

孫

蘭

峽

、

祖

父

の

遺

稿

を

ま

と

め

「

桃

洞

遺

筆

」

を

刊

行

す

。

尚

「

漁

譜

」

及

び

「

介

譜

」

遺

あ

り

。

「

漁

譜

」

は

河

魚

七

一

種

（

鯢

魚

を

含

む

、

海

魚

三

二

九

種

（

鯨

・

鯱

・

海

）

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
ヲ

豚

・

烏

賊

・

海

蛇

魚

音

魚

類

を

含

む

・

其

他

二

十

二

種

（

海

蛇

・

沙

嘴

）

ク

ラ

ゲ

ナ

マ

コ

・

石

勃

卒

・

鰕

の

類

を

含

む

）

計

四

二

二

種

の

名

称

・

紋

理

・

形

状

等

を

ホ

ヤ

エ
ビ

詳

細

に

記

し

、

特

に

紀

州

産

の

も

の

に

至

っ

て

は

、

当

時

の

俗

信

及

び

方

言

等

克

明

に

記

述

さ

れ

て

あ

り

、

其

の

写

本

の

巻

末

に

左

の

如

く

あ

る

と

い

ふ

。文

政

紀

元

年

謄

写

於

若

山

府

水

門

小

原

氏

芳

□

軒

中



「

介

譜

」

に

は

□

二

二

・

蚌

一

一

〇

・

蟒

一

〇

八

・

螺

四

四

・

鑚

螺

一

五

竹

カ

ツ

オ

ブ

シ

ム

シ

？

螺

二

〇

〇

・

沙

螺

一

一

・

刺

螺

一

五

・

拳

螺

七

・

□

螺

八

・

丁

螺

三

斑

螺

一

二

・

苞

螺

三

・

扁

螺

三

九

・

車

螺

七

・

花

螺

二

〇

・

米

螺

四

・

螂

螺

三

三

貝

歯

五

〇

・

無

対

二

七

・

異

形

五

二

・

石

花

一

一

・

石

類

四

・

活

物

五

外

附

録

一

七

合

計

二

四

類

六

四

七

種

左

記

述

さ

れ

て

ゐ

る

。

共

に

田

辺

鈴

木

房

次

郎

氏

の

所

藏

な

り

と

。

此

の

紀

行

の

時

す

ら

不

明

で

あ

る

の

は

遺

憾

で

あ

る

。

「

紀

州

物

産

考

」

小

原

良

直

の

書

か

と

思

は

る

と

「

南

方

全

集

」

巻

五

一

六

二

頁

桃

洞

遺

筆

第

一

輯

三

巻

の

中

に

記

入

せ

る

遺

稿

と

し

て

刺

鯨

聞

見

記

・

鯨

志

正

誤

・

花

彙

正

誤

・

南

海

魚

譜

著

あ

る

由

見

ゆ

和

田

喜

久

男



熊

野

中

辺

路

採

藥

巡

覧

記

小

原

桃

洞

記

石

田

盤

谷

手

写

よ

り

一

里

十

六

丁

内

原

迄

一

、

若

山

広

瀬

人

足

四

十

文

馬

継

人

足

市

ノ

坪

迄

六

十

文

一

、

内

原

村

一

里

十

四

丁

藤

白

村

是

よ

り

加

茂

谷

へ

一

里

此

間

に

藤

白

王

子

権

現

の

祠

あ

り

、

東

の

方

に

亀

井

鈴

木

の

屋

敷

あ

り

。

跡

峠

藪

構

の

内

に

あ

り

祠

の

辺

に

樟

の

大

木

あ

り

藤

白

坂

上

り

廿

町

阪

の

半

よ

り

上

ミ

左

に

金

岡

の

筆

捨

松

あ

り

峠

に

地

藏

堂

並

開

山

の

石

塔

あ

り

十

五

丁

下

り

て

橘

本

村

な

り

△

椅

樗

鳥

韭

ホ

ラ

シ

ノ

ブ

イ
〃
キ
リ

和

名

△

陰

陽

茶

俗

名

ヒ

ノ

キ

ツ

バ

キ

峠

に

多

あ

り

今

は

絶

た

り

△

エ

ヨ

ハ

ダ

石

温

石

坂

の

下

り

口

右

手

に

あ

り

（

延

喜

式

典

藥

式

△

扁

眼

の

鰻

驪

紀

伊

国

温

石

）

一

、

市

の

坪

村

馬

継

人

足

宮

原

迄

四

十

八

文

右

に

岩

屋

の

観

音

道

よ

り

紀

州

西

国

一

番

の

札

所

な

り

裏

見

瀧

△

獅

子

蘭

三

ツ

葉

の

も

の

ミ

ツ

ホ

ド

に

似

た

り

師

説

に

は

ト

チ

ハ

ア

ケ

ビ

の



初

生

な

ら

ん

と

云

一

、

加

茂

谷

是

よ

り

宮

原

へ

一

里

半

△

沓

掛

に

も

温

石

あ

り

藤

白

に

同

じ

△

沓

掛

の

阪

左

の

大

石

の

下

滑

石

あ

り

か

ぶ

ら

坂

上

り

廿

五

町

峠

に

茶

屋

あ

り

右

に

淡

路

山

近

々

に

見

ゆ

る

む

し

ま

へ

渡

り

三

里

と

い

ふ

下

り

廿

五

丁

阪

中

に

弘

法

大

師

爪

に

て

彫

り

し

阿

弥

陀

地

藏

あ

り

一

、

宮

原

道

村

馬

継

湯

浅

へ

一

里

半

人

足

四

十

八

文

道

村

よ

り

左

へ

行

道

を

小

原

越

と

い

ふ

若

山

へ

出

る

な

り

市

木

峠

道

ヨ

シ

峠

を

下

り

て

小

原

馬

継

な

り

長

保

寺

村

丁

村

黒

田

塩

津

是

よ

り

和

歌

へ

舟

渡

し

宮

原

よ

り

十

七

町

行

て

中

番

村

此

間

に

道

田

川

あ

り

（

道

有

の

誤

）

×

水

源

は

高

野

山

よ

り

流

る

ヽ

な

り

糸

我

峠

青

柳

の

糸

我

の

山

の

櫻

花

都

の

外

に

錦

を

ぞ

見

る

爲

家

△

石

卵

あ

り

と

云

ふ

又

名

島

村

能

仁

寺

境

内

大

石

の

中

に

石

卵

あ

り

と

云

ふ

又

須

原

村

施

無

畏

寺

山

中

に

あ

り

と

云

ふ

（

須

栖

の

誤

）

道

川

ノ

王

子

い

と

が

山

の

南

麓

に

あ

り

（

道

逆

の

誤

）

×吉

川

村

ホ

ウ

ズ

峠

二

十

丁

行

て

一

、

湯

浅

馬

継

是

よ

り

井

関

へ

一

里

人

足

廿

六

文

旅

籠

屋

三

十

軒

許

あ

り

△

金

チ

ヽ

リ

即

蛇

含

石

の

下

品

と

云

ふ

△

貝

石

下

品

地

ノ

上

庚

申

山

又

小

山

谷

と

も

云

ふ

即

池

の

上

の

持

山

な

り

△

松

の

皮

石

産

所

不

詳

△

シ

ノ

ブ

石

同

上

水

谷

に

あ

り

と

云



△

浦

葵

廣

八

幡

の

社

内

ヒ

ロ

ウ

宿

の

出

口

に

川

あ

り

土

橋

二

十

間

余

あ

り

直

に

行

ば

広

村

の

道

な

り

左

へ

行

く

道

本

道

な

り

川

あ

り

大

水

に

は

右

に

廻

る

宇

田

村

梨

間

村

中

村

ト

ノ

村

井

関

村

即

広

川

の

上

な

り

一

、

井

関

馬

継

原

谷

へ

二

里

人

足

六

十

四

文

人

家

間

ば

ら

に

あ

り

○

五

ノ

瀬

迄

十

三

丁

稲

生

の

祠

あ

り

川

あ

り

五

ノ

瀬

村

是

よ

り

鹿

ガ

瀬

峠

三

十

町

ツ

キ

谷

廻

り

の

道

後

に

あ

り

難

所

な

り

五

ノ

瀬

川

鹿

か

背

峠

下

り

麓

迄

廿

町

麓

よ

り

原

谷

ま

で

三

十

丁

△

マ

メ

フ

ジ

方

言

の

△

猿

筵

花

に

非

す

方

言

コ

メ

と

も

云

蔓

の

如

シ

く

谷

ワ

タ

シ

茶

莖

長

シ

三

月

結

実

△

□

藤

サ

ル

ト

リ

フ

ジ

△

山

燈

心

？

△

タ

ブ

△

山

礬

ハ

イ

ノ

キ

△

楊

櫨

タ

ニ

ウ

ツ

ギ

△

梅

ウ

ツ

ギ

△

土

樂

樹

コ

マ

ノ

キ

△

三

葉

ツ

ツ

ジ

△

ヘ

ミ

ノ

中

△

樊

膾

艸

△

免

児

傘

ヤ

ブ

レ

ガ

サ

？

又

五

ノ

瀬

よ

り

腹

ビ

へ

出

る

道

あ

り

銅

山

あ

り

（

腹

ビ

蛇

ビ

尾

な

×

×

る

べ

し

）

□

五

ノ

瀬

よ

り

ツ

キ

谷

廻

り

と

云

ふ

往

還

あ

り

難

所

に

し

て

駕

不

通

藤

瀧

へ

出

る

又

藤

瀧

越

と

云

は

道

成

寺

へ

出

る

に

一

里

も

近

し



藤

瀧

よ

り

道

成

寺

へ

廿

四

・

五

丁

也

千

壽

川

に

て

百

姓

家

に

止

宿

も

な

る

丸

岩

と

云

深

山

あ

り

岩

耳

等

も

出

る

藤

瀧

越

は

人

馬

共

往

来

な

り

一

、

原

谷

馬

継

是

よ

り

小

松

原

へ

二

里

・

一

里

半

と

も

云

平

道

な

り

人

足

四

十

八

文

△

紫

竹

あ

り

東

光

寺

村

萩

原

村

八

幡

宮

あ

り

右

に

丹

生

山

見

ゆ

る

城

趾

な

り

（

丹

生

山

は

入

山

な

り

）

×

×

王

子

権

現

の

社

あ

り

此

所

よ

り

左

へ

道

成

寺

道

な

り

右

は

小

松

原

道

な

り

東

光

寺

衂

血

藥

焔

消

に

辰

砂

を

加

ふ

る

物

也

道

成

寺

十

一

面

観

音

堂

は

七

間

に

五

間

あ

り

鐘

樓

の

跡

あ

り

茂

り

た

る

木

あ

り

寺

の

前

に

よ

き

茶

屋

あ

り

富

安

へ

行

道

あ

り

横

道

多

し

茨

木

大

溜

の

池

あ

り

富

安

上

下

二

村

あ

り

八

幡

の

祠

あ

り

一

、

小

松

原

馬

継

是

よ

り

印

南

美

へ

二

里

人

足

八

十

一

文

×

タ

カ

ラ

村

島

村

是

よ

り

塩

屋

へ

廿

丁

薗

御

坊

日

高

川

天

田

川

と

も

云

海

へ

近

し

浜

辺

を

行

天

田

村

△

代

赫

石

日

高

亀

山

に

産

す

△

ナ

ギ

茶

薗

の

東

の

山

に

あ

り

△

河

辺

氷

石

△

海

鹿

北

塩

屋

村

上

野

へ

廿

丁

南

塩

屋

村

塩

屋

峠

原

井

戸

村

日

比

に

対

す

（

日

比

は

日

ノ

岬

か

）

×

×

此

間

に

十

三

塚

草

履

塚

さ

ヽ

や

き

橋

な

と

あ

り



野

島

磯

辺

上

野

磯

辺

い

な

み

へ

廿

一

丁

い

く

塩

路

由

良

の

湊

を

溝

ぎ

出

ぬ

こ

上

野

の

鹿

の

声

か

す

か

也

覚

助

法

親

王

△

大

戟

△

文

珠

蘭

は

ま

ゆ

う

楠

井

清

姫

の

腰

掛

石

あ

り

磯

ば

た

△

甘

豼

此

辺

よ

り

処

々

に

あ

り

△

土

萋

藤

？

△

イ

リ

マ

メ

津

井

叶

王

子

の

社

あ

り

一

、

印

南

馬

継

南

部

へ

二

里

半

人

足

八

十

二

文

宿

屋

十

二

・

三

軒

川

あ

り

左

に

王

子

権

現

の

社

あ

り

切

目

坂

切

部

島

田

村

と

い

う

榎

坂

峠

を

下

り

て

中

村

立

場

南

部

へ

二

里

十

丁

町

屋

有

一

里

半

行

て

岩

代

な

り

橋

ヶ

谷

と

云

左

手

切

目

王

子

の

社

あ

り

岩

代

村

大

川

有

結

す

び

の

松

二

本

あ

り

曽

根

好

忠

我

事

は

之

も

い

は

し

ろ

の

結

び

松

千

年

を

經

と

も

誰

か

と

ふ

べ

き

人

麻

呂

岩

代

の

野

中

に

立

て

る

結

び

松

こ

ヽ

ろ

も

と

け

ず

昔

お

も

へ

ば

△

車

輪

梅

△

猿

筵

花

△

蠅

取

草

△

イ

ソ

マ

メ

△

ツ

ツ

ラ

フ

シ

山

字

茶

△

潮

風

艸

片

倉

峠

櫻

茶

屋

千

里

観

音

あ

り

下

り

を

南

部

峠

と

い

ふ

う

ね

り

南

部

へ

一

里



△

齋

燉

樹

イ

ソ

ノ

キ

山

×

あ

り

と

云

（

×

に

欠

か

）

△

金

牙

石

櫻

茶

屋

辺

に

あ

り

と

云

千

里

浜

△

珊

瑚

沙

△

石

炭

△

鉄

礦

メ

ゾ

の

浜

南

部

川

舟

渡

し

一

、

南

部

南

部

村

と

云

馬

継

田

辺

へ

二

里

人

足

四

十

八

文

△

欝

金

玉

井

医

師

の

持

山

に

あ

り

又

瓜

谷

の

和

七

方

の

持

山

に

も

有

△

盆

石

古

屋

谷

に

あ

り

是

よ

り

三

里

余

と

云

古

屋

谷

組

澤

村

カ

イ

谷

東

山

村

此

辺

の

谷

川

に

あ

り

伊

オ

谷

田

辺

へ

出

る

桑

谷

に

も

あ

り

南

部

よ

り

一

里

許

り

也

瓜

谷

に

も

あ

り

先

年

桑

谷

の

半

介

と

云

も

の

能

知

る

も

の

也

△

蘭

山

子

献

上

に

山

田

村

の

土

殷

蘗

あ

り

山

田

村

は

此

辺

な

ら

ん

又

南

部

よ

り

瀬

戸

へ

舟

渡

し

大

辺

路

越

な

り

後

に

記

す

椿

坂

堺

の

浦

南

部

よ

り

十

八

町

也

此

辺

よ

り

浜

辺

を

小

舟

に

て

田

辺

へ

乘

る

舟

一

艘

銭

五

・

六

十

文

に

て

借

也

気

遣

な

し

元

島

ゑ

ぼ

し

島

牛

の

鼻

と

云

岩

穴

あ

り

渡

り

を

過

て

川

あ

り

橋

三

十

間

程

な

り

△

太

乙

餘

糧

堺

浦

浜

辺

に

あ

り

禹

餘

糧

は

街

道

よ

り

少

し

左

の

山

手

に

あ

り

芳

養

村

ハ

ヤ

川

橋

あ

り

川

向

も

ハ

ヤ

村

也

大

辺

路

朝

来

迄

人

足

一

人

四

十

八

文

城

下

馬

継

よ

り

三

栖

へ

一

里

田

辺

三

十

二

町

人

足

一

人

安

藤

帶

刀

殿

城

下

也

三

万

五

千

石

町

家

多

し

是

よ

り

丑

寅

に

向

ひ

行

此

間

に

川

あ

り

か

り

橋

な

り



下

三

栖

△

髮

邊

嬌

ハ

コ

ネ

ウ

ツ

ギ

ヲ

シ

ロ

ヒ

エ

ワ

ク

ザ

イ

ニ

有

？

中

三

栖

上

三

栖

芝

村

二

里

半

人

足

長

尾

坂

上

り

一

里

半

茶

店

あ

り

塩

見

峠

也

田

辺

の

海

能

見

ゆ

る

峠

よ

り

下

り

左

大

廣

野

坂

と

云

谷

川

有

右

へ

廻

り

宿

有

△

コ

バ

ン

ノ

木

△

マ

メ

フ

ジ

△

齋

槨

樹

△

山

礬

△

秦

皮

△

シ

テ

ノ

キ

△

ニ

ベ

ノ

キ

ノ

リ

ノ

キ

△

ウ

リ

ノ

キ

木

の

中

心

虚

也

葉

大

に

し

て

三

・

五

尖

四

月

葉

間

水

松

の

如

き

も

の

出

づ

色

白

し

ウ

リ

の

気

あ

り

△

山

燈

心

△

林

□

山

白

ム

メ

モ

ド

キ

？

△

兔

兒

傘

△

薇

□

ハ

ン

ク

ワ

イ

艸

？

廣

野

坂

コ

カ

イ

村

山

手

に

あ

り

鍛

冶

屋

川

即

ち

富

田

川

の

上

也

△

禹

餘

糧

カ

ジ

ヤ

川

両

岸

に

あ

り

大

な

る

は

二

・

三

尺

小

な

る

は

七

・

八

寸

又

黄

の

脱

し

た

る

跡

に

二

・

三

人

も

座

す

べ

て

真

に

奇

石

也

三

番

組

な

り

馬

継

高

原

へ

半

里

人

足

一

、

芝

村

宿

屋

十

四

・

五

軒

あ

り

大

川

あ

り

是

も

富

田

川

の

上

也

△

ダ

イ

サ

ギ

艸

萎

□

ノ

羊

乳

様

・

貫

衆

・

鉐

石

・

蕎

麥

葉

貝

母

？

一

、

高

原

馬

継

近

露

へ

二

里

半

十

文

村

十

文

王

子

権

現

の

社

あ

り



近

露

川

廣

野

川

と

も

云

舟

渡

し

川

上

一

里

許

あ

り

即

ち

日

置

川

の

上

な

り

若

一

王

子

の

社

あ

り

△

カ

キ

ノ

ハ

グ

サ

巴

戟

元

一

種

△

ト

チ

柴

△

ワ

タ

カ

ヅ

ラ

△

シ

ラ

木

△

ウ

コ

ン

バ

ナ

ハ

タ

ウ

コ

ン

白

文

字

葉

三

尖

五

尖

圓

も

あ

り

奧

あ

り

正

二

月

花

を

開

く

山

菜

黄

の

花

に

似

た

り

細

花

聚

と

淡

黄

色

也

後

實

あ

り

△

コ

バ

ン

ノ

キ

ヌ

キ

ハ

ギ

と

も

云

葉

金

紗

梅

に

似

た

り

互

生

す

四

月

葉

に

五

辨

紫

花

一

処

に

二

・

三

花

有

臭

あ

り

△

ア

サ

ガ

ラ

葉

形

女

青

に

似

て

薄

く

枝

梢

に

三

・

四

聚

り

つ

く

三

・

四

月

梢

葉

間

に

穂

あ

り

花

多

く

下

垂

す

白

色

也

其

茎

堅

実

な

れ

ど

も

軽

輕

く

し

て

麻

骨

の

如

シ

△

ホ

ウ

ノ

キ

此

の

類

十

文

字

峠

上

り

下

り

に

多

シ

△

胡

菫

艸

エ

ゾ

ス

ミ

レ

近

露

川

の

手

前

峠

を

下

り

て

麓

に

あ

り

△

ヤ

レ

ヤ

ビ

シ

ャ

コ

一

、

近

露

馬

次

野

中

へ

丗

九

町

人

足

是

よ

り

野

中

ま

で

山

の

畔

な

り

比

曾

原

王

子

の

社

手

枕

の

松

あ

り

一

、

野

中

馬

継

湯

川

へ

二

里

十

五

町

人

足

△

ム

ラ

ダ

チ

沈

香

の

木

日

高

髙

△

コ

シ

キ

一

名

ウ

ス

ノ

キ

小

木

葉

互

生

蒼

松

葉

に

似

て

厚

く

小

く

鋸

目

あ

り

葉

間

白

花

あ

り

子

三

・

四

分

六

角

に

し

て

上

凹

臼

の

如

く

棘

刺

あ

り

熟

し

て

赤

し

△

イ

ハ

グ

ル

マ

モ

チ

ノ

木

と

云

大

峯

に

て

モ

チ

ノ

木

と

云

高

丈

余

長

葉

二

寸

半

巾

寸

計

り

先

細

尖

鋸

歯

あ

り

口

口

対

し

て

二

・

三

條

互

生

す



王

子

権

現

若

王

子

の

社

野

中

一

本

杦

見

明

大

明

神

杦

秀

衡

の

ツ

ギ

櫻

小

坂

あ

り

小

廣

坂

と

云

茶

屋

あ

り

熊

瀬

川

茶

屋

一

軒

あ

り

△

カ

キ

ノ

ハ

グ

サ

△

赤

竹

麻

△

七

葉

樹

ト

チ

ノ

キ

△

ホ

ウ

ノ

キ

峠

を

女

夫

坂

と

云

岩

神

坂

と

も

云

△

馬

背

石

路

傍

に

あ

り

岩

神

王

子

社

見

越

峠

峠

に

茶

屋

二

軒

あ

り

是

よ

り

新

宮

領

な

り

△

麝

香

草

多

し

一

、

道

湯

の

川

湯

の

峯

二

里

本

宮

へ

三

里

此

の

処

よ

り

湯

峯

ま

で

近

山

路

な

り

カ

ネ

の

阪

上

り

八

町

茶

屋

あ

り

左

へ

行

か

ば

本

道

な

り

右

の

細

道

は

湯

の

峯

道

也

山

の

崩

れ

あ

り

難

所

也

ハ

ネ

山

と

云

鐺

は

り

峠

大

雲

取

巽

の

方

に

見

ゆ

る

本

道

あ

り

湯

の

川

よ

り

発

心

門

へ

一

里

玉

の

瀧

小

き

瀧

也

猪

の

鼻

の

王

子

社

あ

り

発

心

門

王

子

水

呑

の

王

子

発

心

門

一

、

伏

拜

馬

継

本

宮

へ

一

里

人

足

伏

拜

王

子

△

チ

ゴ

ラ

石

大

石

に

乳

房

あ

り

乳

病

を

祈

る

は

効

あ

り

と

云

栗

木

谷

に

上

る



道

よ

り

見

ゆ

る

右

手

也

△

亀

甲

岩

堤

谷

に

あ

り

と

云

一

丈

許

り

△

水

精

下

品

水

精

坂

に

あ

り

一

、

本

宮

請

川

へ

半

道

人

足

新

宮

へ

川

舟

九

里

八

町

一

艘

十

二

匁

と

云

本

宮

伊

弉

丹

尊

也

崇

神

天

皇

六

十

一

年

始

祀

る

本

地

阿

弥

陀

脇

立

十

二

社

権

現

巽

向

門

の

東

辨

天

門

の

左

右

に

大

黒

天

役

の

行

者

（

大

師

作

）

奧

院

地

主

権

現

音

な

し

の

天

神

和

泉

式

部

の

石

塔

後

白

河

法

王

の

石

塔

又

本

社

の

前

に

神

楽

堂

あ

り

玉

置

三

所

権

現

此

外

参

詣

所

多

し

音

無

の

里

は

本

宮

の

内

の

名

也

川

あ

り

此

の

里

の

後

よ

り

流

出

て

御

社

を

過

て

南

の

方

へ

熊

野

川

に

入

る

瀧

は

音

無

の

北

方

に

あ

り

な

ほ

山

と

云

よ

り

北

へ

瀧

落

る

之

を

音

無

の

瀧

と

云

由

土

人

の

話

也

本

宮

辺

△

ハ

ヅ

サ

ウ

カ

ン

バ

と

も

云

△

大

葉

の

山

椒

ヅ

ル

△

大

山

ハ

コ

ベ

方

言

唐

人

カ

ヅ

ラ

小

児

の

瘡

下

し

に

用

ふ

受

川△

赤

石

△

二

重

咲

の

サ

ツ

キ

一

、

湯

峯

道

本

宮

よ

り

一

里

計

車

峠

よ

り

八

丁

計

湯

ノ

峯

東

光

寺

藥

師

堂

あ

り

留

湯

中

ノ

湯

東

光

寺

の

底

よ

り

湧

き

出

づ

る

男

湯

非

人

湯

二

つ

は

道

の

傍

よ

り

湧

く

也

△

湯

の

花

奇

品

な

り



川

舟

九

里

八

丁

の

内

名

所

多

シ

四

里

許

行

て

楊

枝

村

あ

り

京

佛

三

十

三

間

堂

の

梁

に

な

り

し

柳

の

株

あ

り

其

上

に

藥

師

堂

を

建

て

あ

り

五

間

に

八

間

な

り

向

糸

の

瀧

見

事

な

り

其

外

瀧

数

多

し

今

庖

丁

石

マ

ナ

バ

シ

石

絹

巻

石

陰

陽

の

二

石

あ

り

△

ホ

ウ

キ

蘭

浅

利

組

比

丘

尼

コ

ロ

ヒ

の

妻

手

に

あ

り

△

小

豆

根

大

庄

屋

尾

崎

忠

左

ヱ

門

産

処

を

知

る

△

ワ

タ

カ

ズ

ラ

同

上

△

タ

ツ

シ

ノ

ブ

檜

枝

に

あ

り

ヒ

ズ

ヘ

一

、

請

川

小

口

へ

三

里

是

よ

り

阪

あ

り

即

ち

小

雲

取

也

一

、

小

口

那

智

四

里

人

足

是

よ

り

川

へ

出

る

道

あ

り

榎

木

村

愛

須

村

日

足

村

即

川

端

な

り

△

黄

連

芹

葉

日

足

に

あ

り

△

シ

ン

フ

リ

△

朴

樹

是

よ

り

多

シ

△

麥

斛

小

口

村

の

山

に

あ

り

道

の

傍

な

り

△

川

前

胡

△

ツ

ル

リ

ウ

タ

ン

△

油

點

艸

一

、

楠

ノ

窪

馬

次

人

足

大

雲

取

な

り

一

、

エ

ツ

セ

ン

茶

屋

茶

屋

一

軒

あ

り

一

、

石

倉

茶

屋

二

軒

あ

り

△

鳥

の

足

水

木

一

名

ク

マ

ノ

水

木

水

バ

シ

カ

キ

ノ

メ



△

車

水

木

△

白

石

脂

一

、

地

藏

茶

屋

一

、

甲

斐

モ

チ

茶

屋

△

細

葉

エ

ビ

キ

△

カ

ウ

ジ

ラ

キ

実

形

茶

実

の

如

く

に

し

て

油

あ

り

葉

は

シ

ラ

ギ

に

似

て

小

な

り

互

生

す

枝

幹

共

に

紅

紫

那

智

山

人

も

知

ら

ず

△

モ

ト

ギ

花

五

辨

淡

紫

色

△

石

英

下

品

一

、

舟

見

峠

小

木

な

り

中

心

虚

な

り

葉

は

桐

に

似

て

キ

レ

コ

ミ

な

く

五

尖

あ

△

ウ

リ

ノ

木

り

四

月

葉

間

に

花

白

色

形

金

紙

花

未

だ

綻

ざ

る

が

如

し

醤

瓜

の

香

あ

り

古

説

大

空

に

充

つ

非

也

一

、

登

り

上

り

茶

屋

△

瀰

猴

桃

シ

ラ

ク

チ

？

△

木

天

蓼

マ

タ

ゝ

ビ

△

ウ

コ

ン

バ

ナ

△

山

礬

△

コ

シ

キ

野

中

宿

の

下

に

あ

り

△

ウ

ク

イ

ス

△

山

マ

桐

タ

ヅ

ト

云

△

ト

チ

柴

ク

サ

ア

ジ

サ

イ

△

モ

ミ

ヂ

艸

△

鬼

督

郵

紫

背

△

龍

膽

ノ

一

種



△

螺

化

石

雲

根

志

△

石

炭

雲

根

志

△

鐘

乳

同

上

△

人

参

△

七

カ

マ

ド

△

綿

鷄

兒

一

、

那

智

是

よ

り

浜

の

宮

へ

五

十

町

泉

津

事

解

男

之

神

を

祭

る

如

意

輪

観

音

堂

九

間

四

方

巽

向

也

△

榕

樹

崋

表

の

左

に

あ

り

土

人

唐

木

と

云

花

は

梅

花

の

如

く

白

色

実

は

大

さ

無

串

の

如

く

皮

色

青

く

冬

に

至

て

裂

て

子

の

色

赤

し

桃

茶

衞

芬

實

の

如

し

日

向

高

知

國

の

峯

に

も

在

り

と

云

チ

ガ

玉

？

の

木

と

云

海

桐

花

の

類

な

り

蘭

山

先

生

の

説

下

馬

よ

り

十

八

丁

二

王

門

（

下

乘

）

よ

り

八

町

行

て

瀧

あ

り

右

に

銅

山

見

る

一

、

瀧

道

二

ノ

瀧

見

事

也

三

ノ

瀧

布

引

瀧

屏

風

岩

樽

岩

ナ

メ

リ

ノ

瀧

文

覚

ノ

瀧

其

他

瀧

多

シ

身

に

つ

も

る

言

葉

の

罪

も

洗

は

れ

て

心

す

み

ぬ

る

三

重

の

瀧

西

行

不

動

堂

花

山

法

皇

庵

室

の

跡

あ

り

木

の

本

に

住

け

ん

跡

を

見

つ

る

か

な

な

ち

の

高

根

に

花

を

尋

ね

て

△

水

源

頂

上

に

亀

石

烏

帽

子

岩

あ

り

△

鬼

大

木

な

り

杦

△

搖

珞

ツ

ツ

ジ

△

ス

ノ

キ

方

言

屮

ズ

岡

ズ

小

木

枝

上

三

葉

一

処

に

互

生

シ

葉

美

に

し

て

細

？

長

く

細

鋸

歯

（

？

）

あ

り

微

に

酢

し

□

□

あ

り

鋸

歯

な

き

も

か

す

か

？

？

の

あ

り

△

牛

ボ

ッ

コ

ウ

葉

長

二

寸

巾

六

・

七

分

尖

細

く

鋭

り

鋸

歯

あ

り

互

生

す

メ

ヒ

ラ



キ

に

似

た

り

△

黒

か

ね

か

づ

ら

△

白

棠

子

樹

△

コ

バ

ン

ノ

キ

△

シ

ラ

キ

△

石

楠

花

△

エ

ビ

シ

ョ

カ

ヅ

ラ

サ

ン

カ

ク

カ

ヅ

ラ

に

似

た

り

葉

に

甘

汁

あ

り

△

ト

チ

葉

艸

天

人

草

と

も

云

秋

茎

を

抽

穂

花

淡

紅

蕊

長

し

根

連

る

△

黄

花

油

点

艸

△

岩

ツ

バ

キ

△

萸

連

芹

葉

五

加

葉

△

麦

斛

△

ツ

ル

シ

ノ

ブ

△

鳥

韭

ホ

ラ

シ

ノ

ブ

△

ヤ

マ

ウ

グ

イ

ス

△

苦

苣

苔

イ

ハ

タ

バ

コ

△

ア

サ

マ

葵

△

貫

衆

△

山

ミ

カ

ン

ツ

リ

花

也

△

麝

香

艸

△

ツ

リ

カ

ネ

△

川

セ

ミ

日

光

の

山

ス

ズ

ナ

リ

又

ウ

子

谷

に

水

精

多

シ

妙

法

山

女

の

高

野

と

云

△

鐵

沙



△

石

英

△

瑪

瑙

雲

根

志

紫

赤

の

も

の

△

石

脂

同

紫

赤

の

も

の

△

滑

右

同

紫

赤

蒼

△

金

星

石

同

長

野

山

銅

穴

あ

り

△

礬

石

△

鉄

沙

勝

浦△

礬

石

△

鷓

鴣

菜

上

品

天

満

茂

十

郎

者

に

十

七

・

八

年

前

井

戸

よ

り

奇

品

を

得

る

一

、

浜

の

宮

宇

久

井

へ

一

里

又

五

十

町

当

宿

は

道

者

坊

宿

な

り

町

家

な

ら

ず

浜

の

宮

明

神

三

社

千

手

観

音

堂

（

補

陀

落

寺

と

云

）

大

く

し

峠

小

く

し

峠

二

つ

共

小

阪

な

り

一

、

宇

久

井

三

輪

崎

へ

一

里

半

道

大

（

丈

）

夫

松

孤

島

稲

荷

社

二

位

ノ

尼

の

石

塔

？

？

中

山

島

な

べ

し

ま

地

獄

畑

目

覚

島

目

覚

崎

不

は

す

嵐

の

は

げ

し

く

て

松

の

梢

に

ね

い

ら

ざ

り

け

り

△

朱

欒

石

地

獄

畑

△

蛛

の

巣

石

△

竹

畫

石

△

鉄

重

石



△

延

胡

索

△

蛇

牀

△

ナ

リ

ノ

テ

△

水

ス

イ

佐

野

村

村

の

入

口

に

辨

天

の

社

あ

り

ス

ズ

島

久

島

等

あ

り

△

瑪

瑙

纏

孫

△

麻

石

△

七

カ

マ

ド

△

仙

茅

雁

か

森

に

多

シ

△

細

葉

の

白

前

一

、

三

輪

崎

新

宮

へ

一

里

半

ミ

ダ

イ

阪

み

た

ら

ひ

の

浜

唐

津

の

□

南

谷

？

△

仙

茅

△

栗

蘭

△

蜈

蚣

蘭

小

野

田

阪

松

原

の

柿

の

木

に

多

し

△

棒

蘭

△

省

沽

油

冬

は

葉

な

く

春

新

葉

を

生

ず

三

つ

宛

つ

き

て

随

軍

茶

の

如

し

先

光

両

対

す

る

枝

梢

に

花

あ

り

四

辨

に

し

て

ウ

ツ

キ

の

如

し

実

は

カ

リ

マ

タ

の

如

し

二

つ

宛

あ

り

巾

濶

く

葵

な

ら

び

い

く

中

に

種

子

あ

り

除

福

社

飛

鳥

ノ

宮

黒

狐

あ

り

と

云

神

の

倉

立

像

権

現

脇

立

は

十

一

面

観

音

愛

染

明

王

堂

は

南

向

六

間

に

十

一

間

大

岩

に

仕

掛

あ

り

不

階

二

丁

半

急

也

続

古

今

入

道

太

政

大

臣

三

熊

野

の

神

倉

山

の

石

た

ゝ

み

昇

り

は

て

て

も

猶

祈

る

な

り



△

一

種

龍

組

一

、

新

宮

あ

た

は

へ

二

里

人

足

成

川

へ

七

文

水

野

筑

後

守

城

下

な

り

三

万

七

千

石

速

玉

男

之

神

を

奉

る

古

今

皇

代

圖

に

景

行

帝

五

十

八

年

建

熊

野

と

云

藥

師

堂

巽

向

脇

立

十

二

社

権

現

△

ヲ

カ

タ

マ

ノ

木

小

間

物

屋

伊

右

ヱ

門

方

に

あ

り

△

雷

枕

有

井

大

監

方

に

あ

り

長

二

尺

七

・

八

寸

周

り

七

・

八

寸

形

傘

の

如

し

両

端

に

キ

ザ

あ

り

質

青

き

石

也

甲

州

の

産

△

雷

斧

同

人

所

持

△

花

カ

ゴ

石

甲

州

千

足

村

□

□

同

人

所

持

？

？

△

ハ

マ

カ

ニ

漢

名

石

涸

全

体

は

饅

頭

の

如

し

鉗

大

也

形

小

異

あ

り

目

の

フ

チ

？

に

弁

口

口

赤

色

あ

り

？

△

セ

イ

石

螂

の

一

種

弄

貝

家

藤

花

と

云

大

さ

二

寸

余

長

シ

淡

泊

色

老

？

コ

ウ

澤

あ

り

内

よ

り

内

足

数

十

本

を

出

す

之

を

揺

せ

ば

手

に

從

て

縮

み

入

る

海

底

の

石

に

生

す

海

草

の

類

な

ら

ん

△

彌

猴

桃

新

宮

近

山

△

拓

△

山

礬

△

釣

藤

飛

鳥

社

あ

り

方

言

ツ

リ

バ

イ

△

コ

バ

ン

ノ

キ

△

皐

盧

△

土

欒

樹

△

七

カ

マ

ド

△

ヒ

ラ

ギ

蘭

切

畑

屋

に

あ

り



△

漢

防

□

飛

鳥

社

？

音

無

川

渡

銭

一

人

前

廿

五

文

成

川

邑

井

田

へ

一

里

人

足

廿

文

氏

神

社

あ

り

△

ホ

ウ

キ

蘭

あ

り

上

野△

紫

花

玄

參

塢

殿

宮

山

に

ヲ

ガ

タ

マ

杜

莫

山

虎

刺

？

セ

ン

マ

イ

シ

ノ

ブ

花

戸

口

番

神

と

云

非

な

り

？

△

ジ

ュ

ズ

子

ノ

木

宮

山

に

あ

り

△

玄

參

生

△

甘

□

（

）

？

豸

△

仙

茅

井

田

村

あ

こ

わ

へ

一

里

人

足

廿

文

（

こ

は

た

か

）

×

悪

し

き

川

あ

り

大

水

に

は

舟

渡

り

一

、

阿

多

和

馬

継

市

木

へ

一

里

人

足

廿

文

有

馬

へ

二

里

半

此

の

間

二

里

の

間

松

原

な

り

い

け

べ

の

松

原

と

云

川

二

つ

あ

り

悪

き

川

な

り

花

の

岩

屋

伊

弉

丹

尊

の

葬

地

な

り

大

盤

石

に

白

ゆ

ふ

た

懸

有

神

祭

る

花

の

時

に

や

出

ぬ

ら

ん

有

馬

の

村

に

か

ゝ

る

白

ゆ

ふ

光

俊

紀

の

国

や

有

馬

の

村

に

ま

す

神

の

手

向

も

花

い

た

へ

し

に

を

思

ふ

貞

能

あ

ら

ん

の

岩

鬼

ヶ

城

と

云

ふ

大

岩

あ

り



親

不

知

子

不

知

と

い

ふ

浪

打

際

あ

り

△

水

た

ま

ム

カ

デ

科

に

似

た

り

△

ニ

シ

キ

シ

ヤ

ウ

花

戸

艸？

△

ウ

マ

ヤ

ナ

ギ

ニ

似

ル

木

又

有

馬

よ

り

板

屋

越

と

い

ふ

て

本

宮

へ

出

る

道

あ

り

三

十

四

丁

一

□

□

□

有

馬

よ

り

串

屋

村

へ

串

屋

よ

り

神

木

人

足

廿

八

文

□

□

□

一

里

神

木

よ

り

御

領

な

り

阪

本

へ

阪

本

峠

あ

り

禹

餘

量

あ

り

人

足

廿

八

文

阪

本

よ

り

お

ろ

し

へ

半

里

返

り

阪

へ

半

里

大

栗

栖

へ

半

里

十

八

丁

一

里

十

一

丁

十

六

丁

△

印

上

野

へ

上

野

よ

り

大

栗

阪

へ

大

栗

阪

よ

り

板

屋

へ

十

二

文

廿

文

廿

四

文

舟

渡

本

宮

に

あ

り

谷

川

六

ツ

ほ

ど

あ

り

一

里

十

一

丁

大

河

内

へ

後

に

記

す

板

屋

阪

あ

り

六

十

八

文

△

印

産

物

後

に

記

す

此

の

辺

に

山

桐

タ

ツ

と

も

云

ふ

あ

り

イ

チ

マ

あ

り

六

歳

阪

峠

あ

り

大

河

内

よ

り

楊

枝

村

楊

枝

村

よ

り

板

屋

阪

あ

り

津

和

高

山

請

川

本

宮

△

礬

石

楊

枝

コ

メ

山

ぐ

△

ア

フ

ラ

キ

万

歳

峠

葉

冬

青

に

似

て

細

小

互

生

す

夏

月

小

白

花

を

開

く

秋

實

を

結

ぶ

櫻

實

に

似

て

茶

色

木

皮

油

あ

り

山

冬

青

の

類

な

り

大

馬

道

は

有

馬

よ

り

十

八

町

井

キ

村

上

床

柳

井

土

よ

り

三

十

五

町

に

し

て



大

馬

な

り

北

山

街

道

に

て

道

は

廣

し

然

れ

ど

も

山

阪

甚

峻

し

大

馬

山

草

木

茂

り

深

シ

天

照

大

神

八

幡

宮

春

日

の

三

社

あ

り



本

書

は

和

田

喜

久

男

氏

の

手

寫

本

よ

り

寫

す

。

書

の

内

容

等

に

つ

き

て

は

和

田

氏

の

序

に

明

か

な

れ

ば

記

さ

ず

。

昭

和

廿

七

年

九

月

十

四

日

清

水

長

一

郎

此

の

書

は

『

上

山

路

郷

土

調

査

』

の

寫

本

後

、

校

正

の

合

間

に

寫

し

た

。

今

ま

で

は

ペ

ン

書

き

の

も

の

を

中

心

に

寫

し

た

が

、

こ

れ

か

ら

は

毛

筆

の

古

文

書

も

避

け

て

通

れ

な

い

と

考

え

毛

筆

の

書

を

活

字

化

し

た

。

一

部

判

読

不

明

の

字

や

ワ

ー

プ

ロ

に

登

録

さ

れ

て

い

な

い

字

も

あ

っ

た

が

、

外

字

登

録

な

ど

し

な

い

で

ワ

ー

プ

ロ

に

あ

る

ま

ま

で

使

用

し

た

。

原

本

に

忠

実

に

複

写

し

た

の

で

歴

史

・

地

理

・

地

学

・

植

物

等

に

疎

い

私

な

の

で

、

専

門

の

先

生

に

指

摘

さ

れ

る

処

が

あ

る

か

も

知

れ

な

い

が

、

御

容

赦

頂

き

た

い

。

平

成

十

六

（

二

〇

〇

四

）

年

三

月

十

八

日

清

水

章

博
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indow
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ト
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一

太

郎

』


